
 
 
 

  

・収穫期は６月上旬～中旬 

・果肉は黄色で，果皮は紅く着色 

・糖度１０度程度で安定 

・ １００ｇ程度の小さな果実 

・（独）農業・食品産業技術総合 

 研究機構果樹研究所で育成 

・２００７年品種登録申請 
「ひめこなつ」の外観 

 
本格的な梅雨の前に収穫できる 

ため，品質が安定しています。 

「ひめこなつ」の 
黄色い果肉 
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花粉を持つため人工受粉が不

要で，収穫時期が早いため袋

かけも不要となるなど，既存

品種と比べ,栽培管理労力がか

かりません（－20～30％）。 
図1　「ひめこなつ」の熟期と気象条件

（広島県東広島観測点アメダス平年値データより）
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「ひめこなつ」 早生モモ

糖度 酸 果実重 収量 花粉の 生理的 核割れ 開花盛期収穫盛期
(Brix%) (ｐH) (g） （㎏/樹） 多少 落果 （月/日）（月/日）

ひめこなつ 9.4 4.7 103 29 多 無 多 4/10 6/11
日川白鳳 8.7 4.4 257 37 多 微 多 4/10 7/6

注）データは東広島市安芸津町における2004年～2006年の平均値
　　対照品種「日川白鳳」は，県内における早生モモの主要品種

表1 「ひめこなつ」の特性

「ひめこなつ」の栽培適地は？ 

 ① 落葉果樹品目が品薄な 6 月の直売品目となる ⇒ 中北部の農業法人,観光農園 

 ② カンキツ品目との複合経営ができ,早生の特性が活かせる ⇒ 沿岸島しょ部のカンキツ産地


